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2Rp-7　　　亜臭素酸ナトリウムの漂白における金属イオン添加の影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東学院女短大　　渡辺紀子

目的　一般に繊維製品の漂白を効果的にするためには加熱が行なわれている。しかし、省

エネルギーの立場からみて、室温下における効果的な漂白条件の検討も必要である。亜臭
素酸ナトリウムは糊抜き剤として工業的に使用されているが、酸化剤であるために漂白効

果も期待される物質である。そこで、本研究では亜臭素酸ナトリウムを用いて、各種金属

イオン添加系における効果的な漂白条件を、染色したセロファン膜および綿布を用いて検

討した。

方法　亜臭素酸ナトリウムはNaBrOa ・3H20(純度94. 8%の黄色粉末(関東化学㈱)。セロ

ファン膜および綿ブロード#40をC. I.Direct Blue 78で染色した。金属イオンはAlK(SOJz

CuSOi, FeSO^, MgSOi，CaChの5種。漂白は精秤したNaBrO, ・3H20粉末を脱イオン水また

は緩衝液に入れた溶解1分後にNaBrO2の1/100量を基準とした金属イオンを添加、膜は10

分、布は30分を基準として処理をした。漂白効果はセロファン膜では漂白前後の吸光度(

608niii)から、布は漂白前後の表面反射率から漂白率を求めた。　　　＼

結果　セロファン膜を用いた20°C系において、pH6.8～10.0のNaBrO2水溶液中ではNaBrOz

の分解が顕著であるため、金属イオン(A1)の添加効果はわずかであった。そこで、安定な

PHIO.6のNaBrOz水溶液において各種イオンの添加による影響を検討した結果　Al＞Fe＞Cu

＞Ca＞Mg　の順に漂白効果が認められた。綿布系においても同傾向が確認されたことより

、室温下における漂白は金属イオンを添加することにより、加熱と同等の漂白効果が期待

された。また、金属イオン添加系における綿布の破断強度への影響についても検討した。

2Rp－8 酸化漂白による色素の退色速度におよぼすポルフィン誘導体の影響

大阪薫英女短大　Ｏ徳田順子・大浦律子　　名工大工　南後守

＜目的＞前報i）では合成したポルフィン誘導体にマンガンを配位させ、それを触媒として温和な条

件で過酸化水素による漂白を行い、その存在下での色素の退色速度について検討した。そこで、本

報では天然のポルフィン誘導体にマンガン、鉄、銅を配位させ、その存在下での色素の退色速度に

ついて検討した。また、ポルフィン誘導体の軸配位子として考えられるイミダゾールやピリジンな

どの添加効果についても検討した。

＜方法＞過酸化系漂白剤には過酸化水素を、触媒にはマンガンおよび銅ポルフィン誘導体を、被漂

白物質にはオレンジｎを用いた。色素濃度1×lO-^mol dm-3、漂白剤濃度0.03mol dm-2とし、触媒の

濃度は1×1 O-'mol dm-^～lX10-5mol dm-3とした。退色速度は分光光度計を用いて、恒温セルホルダ

ー中で25°Cに調整しながら、lo分間の吸光度変化をオレンジｎの最大吸収波長で追跡し決定した。

色素の吸光度変化から次式を用いて擬一次速度定数（''^bs)を算出した。

In（Co/Ct）＝K。わけ　　　ただし、Co;初期の染料濃度、Ct;t分後の染料濃度

＜結果＞pH8.0という温和な条件で漂白を行った結果、過酸化水素のみではほとんどオレンジIIの退

色が見られなかったが、マンガンポルフィン誘導体存在下では色素の退色が促進された。また、銅

ポルフィン誘導体存在下よりもマンガンポルフィン誘導体存在下のほうが大きな効果が認められた。

さらに、ポルフィン誘導体の軸配位子として考えられるイミダゾールやピリジンなどを添加すると

さらに退色速度が増加し、その効果の大きさはイミダゾール＞ピリジン＞安息香酸の順となった。

1）徳田順子、大浦律子：日本家政学会第4 4回大会要旨集、2 4 4 （19 9 2）
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